
く
息祈りと行

　
東
日
本
大
震
災
は
京
教
界
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
被
災

地
で
の
幅
広
い
活
動
は
各
地
の
社

会
的
弱
者
の
支
援
に
つ
な
が
り
、

防
災
・
減
災
な
ど
の
観
点
か
ら
行

政
や
地
域
と
の
連
携
も
進
む
。
震

災
か
ら
1
0
年
、
宗
教
者
の
支
援
の

在
り
方
と
は
ー
。

顔
見
え
る
関
係

　
４
月
１
日
、
震
災
直
後
に
設
立

さ
れ
た
「
宗
教
者
災
害
支
援
連
絡

会
」
　
（
京
援
連
、
島
薗
進
代
表
）

の
1
0
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た
。
宗
教
者
や

研
究
者
の
有
志
に
よ
る
宗
援
連
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は
、
教
団
や
立
場
を
超
え
、
オ
ー

プ
ン
な
情
報
交
換
会
を
積
み
重
ね

て
き
た
。
島
薗
さ
ん
は
「
情
報
交

換
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
横
に

つ
な
い
だ
」
。
そ
ん
な
ふ
う
に
1
0

年
の
活
動
を
振
り
返
っ
た
。

　
発
表
者
が
シ
ン
ポ
で
共
通
し
て

訴
え
た
の
が
「
願
の
見
え
る
」
支

援
の
大
切
さ
だ
。

　
「
寄
り
添
い
型
の
サ
ポ
ー
ト
に

宗
教
者
の
役
割
が
あ
っ
た
」
と
語

っ
た
の
は
篠
原
祥
哲
さ
ん
。
紛
争

の
解
決
や
人
権
、
環
境
問
題
に
取

り
組
む
世
界
宗
教
者
平
和
会
議

　
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
事
務

局
長
で
、
２
０
１
１
年
に
開
設
さ

れ
た
仙
台
事
務
所
で
1
6
年
ま
で
支

援
の
た
め
に
走
り
回
っ
た
。
そ
の

経
験
か
ら
「
つ
な
が
り
が
災
害
後

の
回
復
力
を
生
む
。
顔
の
見
え
る

支
援
が
重
要
」
と
強
調
し
た
。

　
篠
原
さ
ん
ら
は
シ
ン
ポ
に
先
立

つ
３
月
1
3
巨
、
仙
台
市
の
荒
浜
地

区
で
「
東
日
本
大
震
災
の
追
悼
と

鎮
魂
な
ら
び
に
復
興
合
同
祈
願

式
」
を
開
い
た
。

　
悪
天
候
の
中
、
イ
ス
ラ
ム
教
か

ら
神
道
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
新

京
教
の
代
表
が
、
震
災
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
「
荒
浜
記
憶
の
鐘
」
の
前
で
折

り
を
さ
さ
げ
る
。
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
「
災

害
対
応
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
責
任

者
の
黒
住
京
道
さ
ん
は
、
猛
烈
な

風
に
抗
す
る
よ
う
に
声
の
調
子

を
上
げ
た
。
「
い
つ
ま
で
析
る

か
。
い
つ
ま
で
も
析
る
ん
で
す
」

社
会
貢
献
活
動

　
１
９
６
２
年
生
ま
れ
の
黒
任

さ
ん
は
黒
任
放
（
岡
山
市
）
の

７
代
教
主
。
２
０
１
７
年
に
就

任
し
た
。
黒
任
教
は
江
戸
時
代
、

神
職
の
黒
任
宗
忠
（
１
７
８
０

～
１
８
５
０
年
）
が
立
教
し
た
。

明
治
期
以
降
、
国
数
的
色
彩
を

帯
び
た
神
社
神
道
が
祭
祀
を
中

心
に
国
家
神
道
と
し
て
の
道
を

歩
む
中
、
民
間
の
神
道
教
団
と

し
て
認
め
ら
れ
た
の
が
黒
任
放
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や
金
光
教
、
扶
桑
教
な
ど
で
、

こ
う
し
た
教
団
は
教
派
神
道
と

総
称
さ
れ
る
。

　
黒
住
教
は
社
会
貢
献
活
動
に

熱
心
な
教
団
と
し
て
知
ら
れ
。

　
「
人
道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
　
（
Ｒ
Ｎ
Ｎ
）
の
事

務
局
も
教
団
本
部
に
あ
る
。
Ｒ

Ｎ
Ｎ
は
、
国
際
医
療
援
助
団
体

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
岡
山
市
）
と

協
働
す
る
な
ど
、
宗
教
を
超
え
、

祈
り
と
行
動
で
国
内
外
の
被
災

地
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　
黒
住
さ
ん
自
身
、
１
９
９
５

年
の
阪
神
大
震
災
で
は
5
0
日
間

に
わ
た
る
炊
き
出
し
を
行
う
な
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漁港から海に向かって問を下げる黒住教教主の黒住宗道
さん（右端）ら＝岩手県大槌町

東日本大震災犠牲者の追悼と復興祈願
式。「荒浜記憶の鐘」の前で、神道や仏
教、ギリスト教、イスラム教の代表者ら
が祈りをささげた当山台市の荒浜地区

｢縁を結び直した｣黒住教教主も被災地訪問

ど
、
社
会
的
な
困
難
に
直
面
す
る

人
々
を
助
け
る
活
動
を
長
く
続
け

て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
岡
山
経

済
同
友
会
が
派
遣
し
た
大
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
引
率
、
バ
ス
で
一

緒
に
岩
手
県
大
槌
町
に
入
り
、
５

年
連
続
で
学
生
と
共
に
汗
を
流
し

た
。
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
で
１
年
ぶ

り
に
岡
山
を
出
た
黒
住
さ
ん
は
、

荒
浜
地
区
で
の
追
悼
の
後
、
何
度

も
遣
っ
た
大
槌
町
に
久
し
ぶ
り
に

入
っ
た
。
学
生
恚
雑
魚
寝

　
朝
の
漁
港
。
海
に
向
か
っ
て
低

頭
し
た
黒
住
さ
ん
は
、
犠
牲
者
に

黙
と
う
し
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。
そ

の
後
、
慰
霊
祭
の
た
め
大
槌
稲
荷

神
社
へ
。
神
社
は
震
災
の
翌
年
、

学
生
と
一
緒
に
雑
魚
寝
を
し
た
思

い
出
深
い
場
所
と
い
う
。

　
地
元
の
人
々
を
前
に
し
た
黒
住

さ
ん
は
「
こ
こ
に
２
泊
し
、
片
付

け
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

当
た
っ
た
。
着
物
で
来
る
の
は
初

め
て
」
と
話
し
た
。
祈
り
と
、
信

仰
を
ベ
ー
ス
に
し
た
行
動
の
双
方

を
重
視
す
る
の
は
「
京
教
者
の
信

頼
を
伝
え
る
丁
人
で
あ
り
た
い
」

と
願
う
か
ら
だ
。

　
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
の
は
、

黒
住
さ
ん
と
協
働
じ
て
き
た
大
槌

町
の
鍼
灸
師
、
佐
々
木
賀
奈
子
さ

ん
。
経
営
す
る
鍼
灸
院
が
津
波
で

流
さ
れ
、
自
ら
被
災
し
な
が
ら
も

地
元
で
ケ
ア
を
続
け
、
熊
本
地
震

の
際
は
車
で
現
地
に
駆
け
付
け

た
。
「
世
界
中
の
人
に
支
え
て
も

ら
っ
た
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」

　
黒
住
さ
ん
は
「
何
か
あ
っ
た
ら

ど
う
し
て
い
る
か
と
気
遣
う
。
そ

ん
な
、
お
互
い
さ
ま
の
関
係
が
長

続
き
す
る
」
。
多
く
の
人
と
再
会
を

果
た
し
た
今
回
の
訪
問
。
「
縁
を
結

び
直
し
た
。
『
忘
れ
な
い
』
は
結

果
で
あ
り
、
つ
な
が
り
が
あ
れ
ば
、

忘
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
」
（
共

同
通
信
編
集
委
員
こ
四
出
勇
志
）
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